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r
b
ひ、あ

赤
ち
ゃ
ん
丹
す
こ
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
願
い
、
生
今
江
」
と
呼
ば
礼
子
宍
東
山
障
と
湖
学
識
蔚
市
役
所
・
湾
北
支
一
昨
・
減
北

部
地
殺
の
本
と
b
h
づ
け
ら
れ
た
記
念
樹
を
幾
畏
い
た
し
化
ム
口
出
央
公
邸
内

2
3附
に
あ
り
ま
す
。
ム
ロ
支
訴
-
t
送
文
房
一
a

都
議
後
遺
事
務

ま

す

。

自

分

が

生

ま

れ

た

記

念

に

植

え

た

本

所

・

天

王

台

続

行

政

遼

絡

所

。

今
回
閥
的
蕊
生
め
十
引
は
山
茶
花
(
さ
ざ
ん
か
」
で
す
U

が
大
き
く
な
っ
て
い
〈
の
を
円
凡
な
が
ら
該
当
者
の
方
に
辻
、
市
災
課
か
ら
ハ

ご
家
‘
緩
め
縫
か
市
の
決
め
た
場
所
に
凶
闘
え
る
よ
、
7

育
っ
た
子
供
は
、
絡
を
大
切
に
す
る
気
ガ
キ
が
と
ど
き
ま
す
か
ら
、
必
ず
そ
の

に

し

ま

し

ょ

う

か

持

が

生

ま

札

、

木

h
p

負
け
な
い
く
ら
い
ハ
芝
を
持
参
し
て
、
指
再
生
さ
れ
た
場

滋
ゑ
め
本
的
総
怒
辻
、
お
一
十
努
ま
の
が
、
い
ろ
い
ろ
出
品
化
を
も
た
せ
て
統
け
大
き
ぐ
宵
っ
て
い
く
に
浅
い
あ
り
ま
せ
一
昨
で
お
受
け
凝
り
下
さ
い
。

総
殺
と
増
吋
を
叫
問
る
と
と
も
に
.
市
内
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ん
U

お
問
問
い
合
わ
せ
は
常
災
細
部
ま
で
ど
う

内
総
化
主
す
十
め
る
ニ
と
わ
問
問
時
に
行
線
分
肉
祭
に
附
略
的
あ
る
カ
は
殴

ι縦
令
憾
の
滋
般
的
水
線
丞
は
‘
級
品
刊
引
山
ぞ
e

え

る

創

刊

ぷ

が

あ

り

傘

す

。

え

て
F
M
A
C

い
。
も
し
縫
め
な
い
川
町
家
山
地
年
9
月
1
悶
か
ら
給
制
川
町
制
年
2
丹

路

隠

密

(

税

)
1
1
5
1約
線
2
4
3

木
内
総
綴
む
舟
附
闘
は
ち
ザ
ん
か
で
?
?
し
れ
~
ら
、
市
内
総
市
出
ナ
る
物
品
川
に
械
の
閉
じ
生
ま
れ
た
み
ら
ゃ
ん
が
対
象
ど

止
ま
し
ょ
う
切

hu
リ
ま
す
。

市
山
内
紛
ば
す
る
本
剣
時

8
開けれ什悶
(
H
U

〉
や
的
削
時
時

持
品
m
は
ぷ
悶
か
ら
午
後
3
時
ま
で
@

赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
祈
り

誕
生
の
本
を
贈
呈

第464
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中
小
、
公
民
館
で
は
‘
パ
ラ
ヰ
テ
ィ

l

)
ノ

に
と
ん
だ
各
品
開
講
邸
内

4
月
生
育
募
集
。
す
!
?
予

し
ま
す
ω

ま
惚

ど
の
選
む
一
流
的
先
生
が
そ
ろ
い
、
一
日
酬

悲

喜

棄

を

お

守

し

て

い

ま

す
F

広

縁
日
的
魚
崎
山
を
明
る
〈
附
胤
か

ιし
、

ニ

能

捕
時
時
と
災
統
率
お
れ
九
こ
と
そ
怖
い
た
い
山
吐

い
と
勝
っ
て
い
る
カ
に
は
総
川
町
内
チ
ペ
山
間
間

ン
ス
と
い
え
る
T
し
よ
う
α

は
-

妓
語

。

申

込

方

法

什

的

知

山

印
州
総
と
低
減
料
品
そ
そ
点
て
中
市
町
公
民

J
、

餓
ま
で
本
人
が
隊
機
申
込
ん

Fお
い
。
一
環
一

点
?
に
言
問
給
与
号
働
組

り
ま
ナ
か
ら
辻
ず
し
て
下
さ
い
。
{
一

受
付
時
間
は
管
制
9
附
吋
ケ
り
午
後
詰

ν決

時
ま
で
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
ら

4
H仰

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ι

(

議

国
防
附
と
し
て
1
人
l
講
座
で
町
議
波

N
試

を
受
け
る
時
、
お
子
吾
ま
づ
れ
の
中
々
は

A
V

主

選

宙

開

い

ま

す

む

(

世

間

帯

今
ま
で
に
料
理
教
室
町
普
通
科
を
怒
、
汁
叫

了
し
た
方
で
、
初
め
て
研
究
科
を
受
講

f
Mい

し
た
い
方
は
、
事
務
室
ま
で
お
こ
し
下
{
門
尽

き
い
.
公
開
関
係
は
月
綴
司
が
徐
み
で
す
か
ら

主
総
品
却
下
さ
い
@
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巾
央
公
開
判
的
酬
ま
で
浅
い
布
除
や
線
北

に
徐
ん
で
い
る
方
の
た
め
宅
公
筏
飯
山
山

酬
明
機
織
を
問
問
診
ま
す
命

品
川
ゆ



※救急機能
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我孫子2

潟野uJ5
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柴崎449 
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湖北会 9-7  -10 

藤

保 鍵諜

ぬ
孫
子
市
出
関
陣
会
的
ご
好
波
で
、

門
口
市
噛
，
蹴
閉
門
口
で
も
お
駁
翁
ち
ん
に
み

て
も
ら
え
ま
す
会

し
か
し
‘
ニ
町
制
制
販
は
、
昌
同
一

体
践
に
急
揖
聞
は
な
ら
れ
た
カ
を
診
療

す
る
も
め
て
川
住
聞
か
ら
終
合
が
緩

い
の
を
放
後
し
て
い
た
と
か
‘
仕
事

や
伊
崎
執
が
休
み
だ
か
ら
と
い
っ
允
綴

・
聞
に
よ
る
方
脅
診
療
す
る
も
の
で
は

日
潔
か
ら
鐙
康
繁
描
聴
に

心
が
け
よ
う

後
援
時
間
は
、

後
5
締
ま
で
。

ωH路
線
時
総
外
的
患
者
さ
ん
は
、

急
捕
時
削
を
ご
初
附
附
く
だ
さ
い
a

(
救
急
病
際
は
裁
判
骨
子
や
提
出
明
院
・

小品
H
I
般
民
，
ア
ピ
ヨ
外
科
ぞ
す
〉

命
受
診
的
際
は
、
必
ず
然
路
間
畿
を
ど

怖
判
事
〈
だ
怒
い
a

(
保
険
剖
駄
を
持
容
怒
れ
な
い
と
潟

柑
問
診
療
に
会
り
ま
す
)

③
日
山
ヤ
休
日
品
一
一
番
館
慨
は
.
山
怯
静
い
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陣

〈

綬

け

ら

れ

5
キ
ロ
も
遊
る
日
が
命
的
問
時
阜
、
準
議
的
…
僚
と
し
て
‘
係
市
内
布
佐
は
、
普
綴
代
鴻
と
し
て
栄
之
た

泊

り

ま

す

e

w

的
各
同
閣
寺
鰯
‘
史
料
銀
な
ど
に
所
殺
さ
濁
U
W
が
隠
に
映
じ
た
こ
と
守
、
寸
布
俊

晶

一

線

Ru--…日立訪日目計十

員

四

警

の

能

に

ど

い

蓄

を

よ

京

的

資

料

車

線

t
ま

し

た

。

喜

ん

で

暴

容

し

た

機

的

習

い

8
迂

F
K

て
ら
勉
柏
市

ι器
官
ず
る
こ
と
は
な
く
…
今
回
、
そ
の
な
か
か
ら
町
近
郊
探
勝
こ
と
は
:
じ
を
認
し
て
い
ま
す
。

査

一

パ

み

ん

す

ま

〈

雨

ま

せ

て

い

る

よ

す

が

去

の

旅

』

〈

大

言

語

〉

を

き

、

干

の

神

様

毒

液

に

寄

っ

て

A

話

惑

が

5

ま
ま

i
一
民
バ
十
円
四
引
い
片
山
日
以
日
刊
行
付
;

で
他
校
内
6
和
生
と
対
等
い
い
戦
え
る
明
る
こ
と
に

L
ま
す
B

証
一
帯
隠
は
、

ι
円
上
一
大
山
般
的
保
判
↓
(
古
彬

急

連

な

お

市

化

的

議

機

匹

、

.

ニ

れ

ま

ほ

ど

カ

令

つ

け

、

市

内

ふ

偶

数

の

チ

i
山
資
制
刊
に
よ
る
と
、
乎
策
協
舎
は
と
め
(
奈
川
凶
)
玄
月
八
世
に
、
間
内
務
悦
怖
が

で

の

本

と

続

的

取

材

が

日

々

に

険

制

刊

を

変

ム

に

の

し

上

が

り

ま

L
た

。

山

子

の

神

M

時
制
吋
附
叫
あ
総
舟
深
志
事
伎
の
こ
内
坊
を
緩
ん
で
霊
場
と
L
た
も
の
で
、

え

つ

つ

あ

る

中

で

、

実

に

と

っ

て

状

李

町

中

じ

と

ラ

ソ

ン

を

や

け

間

関

か

泌

が

殺

っ

て

お

り

ま

す

0

5
ミ
を
建
と

ZL入制
支
持
陣
争
、

邦

予

約

一

箆

史

を

知

る

こ

と

が

大

切

で

為

こ

ー

と

、

っ

て

一

苦

ご

来

っ

た

子

ち

州

事

立

公

開

制

執

従

沼

毛

布

一

沌

の

浴

糊

絞

っ

て

ん

ワ

、

時

干

の

狭

山

郡

山

」

議

時

酬

が

7
2
・
1

w

t

i

川

i

i

る

と

ス

タ

ー

ト

し

た

主

研

究

セ

ン

タ

芸

遣

い

級

品

.

元

気

な

か

け

い

ま

し

た

が

、

や

は

り

謀

が

う

ご

皇

叫

聞

に

器

〈

警

守

、

組

淀

川

r

h
守
}
と
か
ら
、
波
書
り
の
議
長

i
L
.
は
や
1
平

以

土

た

ち

、

品

部

会

開

多

U
び
か
せ
て
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
小
〈
な
り
た
い
一
心
で
巡
る
鳴
子
と
浅
川
を
溜
る
円
い
い
泌
を
度
外
務
守
る
こ
と
が
が
多
〈
訪
れ
支
す
ロ
尚
治
的
松
林
か
、
い
門

で
も
、
独
自
勺
一
ア
i
サ

の

も

と

に

、

臨

時

学

生

た

ら

が

い

ま

す

。

い

添

山

中

で

や

め

て

い

吋

て

し

ま

い

ま

叩

で

き

な

い

江

ど

杏

〈

の

笹

山

見

が

絡

め

ら

は

る

治

的

時

間

め

が

す

ぱ

り

し

い

と

い

仙

し

明

治

込

め

ら

れ

‘

や

っ

と

品

設

に

の

っ

)

走

っ

て

い

る

の

は

や

叩

隊

小

学

絞

め

山

町

し

た

。

…

札

て

い

ま

令

。

て

い

ま

す

が

、

制

定

は

、

浴

い

か

爪

立

て

て

き

ま

し

と

ロ

川

季

棄

し

て

い

る

好

?

?

ム

差

絞

る

工

と

に

む

、

何

言

警

こ

す

な

わ

ち

、

警

の

正

室

に

よ

ら

お

語

建

築

主

主

ん

で

省

当

叫

皇

室

セ

ン

タ

ー

は

‘

登

山

間

交

寺

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

の

メ

ン

バ

ー

悶

つ

こ

と

が

大

切

な

ニ

と

的

ょ

う

で

す

ふ

る

本

高

級

、

大

ま

品

絡

に

か

け

の

指

号

制

削

除

L
Eま
せ
ん
b

東

雲

、

譲

葉

柑

英

語

葉

郎

ぼ

率

的

、

企

年

撃

式

会

議

加

し

校

内

叩

ラ

ソ

ン

喜

で

む

設

工

ム

廿

ベ

主

化

叫

明

暗

湾

総

会

‘

炎

治

研

究

部

的

た

と

こ

ろ

機

敗

J
v
t

契
し
、
強
く
な
る
た
内
に
8
人

布

佐

ジ

ペ

イ

ア

ン

ツ

円

泌

い

恥

公

m
Mグ〆

守

二

雲

か

り

護

さ

れ

て

い

向

山

い

け

ば

o
i
j
j
u計れ
れ

什

た

い

白

州

出

岡

崎

同

州

〉

議

議

制

問

側

、

一

af-

断、

甲

山

時

山

県

総

会

で

は

‘

出

ふ

め

ぐ

り

み

や

仏

間

諜

附

の

日

以

外

司

川

、

ラ

ソ

ン

は

休

み

な

の

こ

イ

ト

ド

い

殺

を

川

細

め

て

い

ま

仁

川

ぷ

日

引

て

;

文

方

的

霊

長

け

て

い

ま

す

。

均

'
f
j
j
j
i
j
j
j
j
j
j
j
j
j
i
f
-
-
…

i

問

問

問

れ

わ

ド

昨

日

付

川

駅

骨

あ

れ

ば

訪

日

huuuト
刊
誌
ド
泌
を
正
予
と
い
ヲ
緩
急
パ
(
口
一
日

uuuu
…
大
正
時
代
の
日
が
え
り
の
旅

塁

め

詩

的

研

究

室

行

な

っ

て

怠

柑

ノ

仙

怒

ら

ぬ

足

率

い

て

い

手

白

山

て

い

る

よ

~

づ

そ

ぎ

り

主

主

主

悠

諸

島

Z
な

〈

す

一

1
1
2
乎

翼

沼

か

ら

i
l
i

ま

し

た

。

捻

孫

子

に

は

市

民

ル

ソ

ヴ

カ

i
大
会
が
を
す
る
こ
と
で
、
出
品
い
明
り
ス
ポ
ー
ツ
ま
す
o

m

我

議

子

の

年

明

ド

ロ

ロ

γ
パ

村

長

一

い

は

す

れ

口

U
U
M
U

泣
い
り
い
い

n
u昨
日
に
引
い
一
オ
い
い
じ
に
は
れ
い

p
u
u
u
ご
汗
十
九
州
れ
い
わ
れ
わ
れ
パ

wwv明

a

M

民

活

部

会

研

究

資

料

か

ら

ご

里

子

去

に

た

ま

手

む

し

て

与

ま

え

揮

で

き

る

で

し

F

P

C

-

ン
は

A12躍す
る
に
途

rgi--7ぷ主
的

か

ら

パ

ス

で

下

分

立

f
t

っ
と
露
を
同
γ総
あ
つ
め
‘
そ
れ
で
議

¥
d

今
年
口
入
っ
て
も
、
日
続
臼
を
絞
殺
我
孫
子
は
鋭
市
町
村
に
は
べ
て
竺
い
み
り
ま
母
ん
。
州
代
文
学
的
ゆ
か
り
の
柏
崎
と
し
て
れ
そ
帥
制
約
問
キ
m
位
的
凶
絞
に
あ
り
ま
す
の

襲

撃

の

-
3
2雲
雲
ま
き
を
す
る
。
プ
お
告
の
ふ
る
及
8

字

矢

吾

川

と

ぎ

5

2

笠
グ
ラ
ウ
ン
ド
守
口
広
場
を
?
の
人
気
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
T
も

な

士

た

議

も

あ

り

ま

L
べ

室

、

江

の

あ

と

故

毛

盟

一

一

弁

約
四
削
党
交
持
バ
孫
子
の
革
命
一
行
事
L
u
u
・
戸
後
抽
出
げ
陣
〈
柏
市
)
マ
は
，
お
金

V
8
n月
カ
寸
ソ
ブ
タ
ツ
イ
タ
チ
(
Z
州
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に
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の
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会

(3) 意声議事

「
市
民
の
手
で
つ
く
る

議
議
子
の
歴
史
」

軌
道
に
の
る
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史
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ン
女
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暁のマうソン
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ふ
れ
る
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野
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イ
&
p

・
フ
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縫
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も
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511.¥1芝ツト キ3験費総連事 * 
2殺ベッド *ウインドファン

惨事専務申立てを総務署に

党務総処分仁不fI詩的ある野きは.

まず税務警警に異議中てをして下

さい。(申立ての其草野詩は、 翌三lE、

り主的j泊知を受けた時から 2h丹

以内ですむ}

炉それでも不服が.1;;;;'時は、聖書絞

殺裁を

5ヰ五詫申立てに対する税務署警の決

定に不v，還がある時i之、 E雪毛託:干潟1審

t'J訴に話予淡町議求をしてドさ
五斉)1'グ〉期間j念、巣立i主申況でに対す

るがと主主を受けた時から 1，今月j以内

です。(青色巾告ををしている方は

室J義務凝議求することができます}

〈わ L(は‘松戸税務望号まで、

後綴U473(63) 1171 

5 月 6 見

守寸1↑不平
シ ~寸ラム

. 111 ス夜
メy チ a

ラ 201ゾ最
スト寸ク光

絞 211・!T

一→七発1
231ト
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レ

S

、y

ブ

~

ミ

一

歳

ル

テ
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*
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4月か勾 6丹;!:ぞの士号えないブミの級事長毘

柊は次のとおつでもす. (l授業方i去はオルゴー
ル足立集で、午般的地裁と午後円滋淡に分けて

幸子ないます。)q立集日がf本誌、祭日的特‘数

えないゴミ辻塑日、主主えるブミは次rn1't'令。

易自時 3rJ27U9~在日話予三的場

合~;型的 tH話臼

)>薬会議所滅;!;台中央公際的

=併殺絡 市内復{主的6年ゑvn山町
労女

炉穣E華 年齢耳1)に告す長g

(~~f弘子E主協}

剣道遂
走事務員

惨事事重義人主義 的公民館径約扮名、

(イ}減立さ註約.0名{滋西小学校

f1~育館)

争申込資縁寺2'1'4月てヘ小学校

3年生以上の到な

b申込書寄付 3月27誌 公民事室主義

は中央公災絞で午前9時か均10待

相唖北是呈は詩話ヰ仁台商'1、tt符鎗て'午前

9B辛から10呼(印鑑、人会愈、会

授らヵ月分金持参j

B砂防食わ営委主 三井県i三〈革委1的

4的 36、t立言語 (82) 4430 

r鐙かな港後

)>尽雲寺 3月248 午隣国時30分

から12時30分

惨会場つっと'"

炉主総 f主主かな走塁後J

争議事事 f老設の友 z事詩集長フド校

長室…氏

砂霧車徒重量 無料 {教育者岳民会)
/珂例 → 一……… ……、¥
宅主義章

i~J会にご'

栄主義上円資協をおf寺内11、毎月
勉強会、問究会'"行なっています、

ぜひ参1mして下きいの

砂生損高時 も境~t台東主革委委続

)>1査時 毎月務事丹豪語日午機関持

..話語絡先 浅草子i弘子(i側主役5

3~5) 滋言書 (88) 7215 

熊崎土地阪随盤ま祭事業

ー塑型塑竺〉
一間鰍=/j制例措間{外的小) 指

21 金l u 嘉:ー竺土三二~[定
官

〈分闘方法}

醐公海H13 Jl30臼午後2持
固持問/我H，J'持¥3 'J今枝
国人礼申込/人すL"lU会培で巾込んで下さ".

罷入札参加決詰/語人‘法人 .j事内線紘者

り
げ
ぬ

p
l
3
月
後
期

内義援

木l'哨見縄張倒 9.3'詰よ3榊例会支所
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(4) 

昭和52年度
蓄を線技能検定

校総検定{季、技後者約十主総水準

を験託宣L宅これを公証する?綴家

椴定申1j;J芝J ですロ日混紡52年目的抑制

約?支部~j主主主は'}.之のとおりです a

傍受数申童書豊島付望書湾 日月 2日か

ら13詰まて'

炉実主主裁事実 i詰1M話公表6YllS日、

実絡6月初日から9丹30日ま

参学科試験 9月11日・ 18B. 25 

日。

険会絡事章表 10Jl18B 

受倹中綴{乏、千芸高l県技能検安妥協

(千著書市千葉港4ω3)で受付

を打、災技試験日投び学千ヰ

試持者闘は、申務1l1，投能検3主総会

から本人;::j語知します。

受主主総語、検定議後むついては、

手議i善戦業訓練蒸篭務制72(23) 

2752か千室長際f主総検定協余 震話

0472 (48) 12むまで (慈 E線)

f手資323学愛クラブ、1

¥ <T) j三平号等……竿ノ
そf'i電滋学童クラプで辻、華智伊織

をj担えるにあたって、常勤時J詮J語

気を募集しています。

惨事費綾子どもといづし引い遊ょ

ことが妻子きな25j段以下の1J3iて。

..勤務時悶小学校下校時から 6

時までq 後葉耳休み中i玄9時から 6

絡まで01笥合わせは議E羽尚子まで

主意書秀 (83)1081 (夜凋i国首量的み}

静期臼 a fl27日(tn 紛天中沈

静総合 級品名子市役M午前島時30分
ヰヒlこ子繁るカ γ1':;i窪と
す一。 どしどし毛主ミ方自して

渡辺総裁(132)




